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第５８号（１）

　

１　新旅団・副旅団長の紹介

２　新着任部隊長の紹介

３　第２５回ファミリーコンサート

４　秋季演習場定期整備

第４代第５旅団長市田陸将補が着任

第３代　第５旅団長　寺﨑陸将は
　
平
成
十
九
年
三
月
二
十
八
日
の
着
任
以
来
、
「
任
務
の

完
遂
」
と
「
明
る
く
爽
や
か
に
」
を
要
望
事
項
に
第
五
旅

団
を
指
揮
・
統
率
し
て
き
た
第
三
代
旅
団
長
　
寺
﨑
　
芳

治
陸
将
補
は
、
平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
付
を
も
っ
て
第

五
旅
団
長
の
職
を
解
か
れ
、
陸
将
に
昇
任
し
、
関
東
補
給

処
長
と
し
て
ご
栄
転
さ
れ
た
。

　
寺
﨑
陸
将
補
は
、
陸
上
自
衛
隊
の
全
般
に
わ
た
る
豊
富

な
経
験
と
卓
越
し
た
識
見
を
も
っ
て
一
年
八
ヶ
月
間
に
わ

た
り
精
強
第
五
旅
団
の
練
成
に
尽
力
さ
れ
た
。

　
十
一
月
二
十
八
日
（
金
）
に
帯
広
駐
屯
地
で
行
わ
れ
た

離
任
行
事
で
は
、
「
第
五
旅
団
は
旅
団
と
言
っ
て
も
そ
の

任
務
は
師
団
と
同
等
で
あ
り
、
や
っ
て
来
た
こ
と
、
や
っ

て
い
る
こ
と
は
師
団
以
上
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
諸
官
も

そ
う
い
っ
た
こ
と
を
認
識
し
て
、
き
ち
っ
と
誇
り
を
持
っ

て
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
と
任
務
に
邁
進
を
し
て
も
ら
い

た
い
。
」
と
述
べ
、
第
五
旅
団
及
び
帯
広
駐
屯
地
所
在
部

隊
の
多
く
の
隊
員
の
見
送
る
中
、
帯
広
駐
屯
地
を
後
に
し

た
。

関東補給処長へご栄転

旅団隷下内外部隊長の出迎えを受ける中初登庁される市田旅団長

記者会見

隊員に拍手で見送られ笑顔で駐屯地を後にする寺﨑前旅団長

　
平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
付
を
も
っ

て
第
四
代
第
五
旅
団
長
に
着
任
し
た

市
田
信
行
陸
将
補
は
、
十
二
月
二
日

（
火
）
、
司
令
部
庁
舎
前
で
旅
団
隷

下
内
外
部
隊
長
の
出
迎
え
を
受
け
る

中
、
初
登
庁
し
た
。
続
い
て
行
わ
れ

た
着
任
式
の
訓
示
の
中
で
、
「
着
実

な
前
進
」
を
要
望
さ
れ
、
そ
の
中
身

は
「
日
々
、
即
応
態
勢
を
着
実
に
」

「
将
来
へ
の
、
布
石
を
着
実
に
」

「
各
個
人
毎
の
才
能
を
着
実
に
」
の

三
点
で
あ
る
事
を
強
調
し
た
。

　

　
着
任
式
終
了
後
、
旅
団
司
令
部
に
お
い
て

記
者
会
見
が
行
わ
れ
、
「
確
か
な
防
衛
力
を

養
い
、
道
東
の
安
定
に
寄
与
し
た
い
。
」
と

抱
負
を
語
っ
た
。

氏　　名　市田　信行（いちだ　のぶゆき）　　　　　　　　
生年月日　昭和３０年３月２７日　　　　　　　　　　　　　
出　　身　滋賀県　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
学　　歴　防衛大学校（機）２１期、東京工業大学大学院　　
趣　　味　スキー、ゴルフ、登山　　　　　　　　　　　　　
前 勤 務　陸上幕僚監部装備部副部長　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

プロフィール
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第４代第５旅団副旅団長兼ねて　　　
帯広駐屯地司令に永栄１佐が着任

第３代第五旅団副旅団長兼ねて
帯広駐屯地司令濵﨑一佐は　　　
中部方面混成団長へご栄転

隊員に見送られながら駐屯地を後にする濵﨑前帯広駐屯地司令

　
平
成
二
十
年
十
二
月

一
日
を
も
っ
て
第
四
代

第
五
旅
団
副
旅
団
長
兼

ね
て
帯
広
駐
屯
地
司
令

に
着
任
し
た
永
栄
文
晴

一
等
陸
佐
は
、
同
日
第

五
旅
団
司
令
部
庁
舎
前

に
お
い
て
旅
団
隷
下
内

外
部
隊
長
等
の
出
迎
え

を
受
け
る
中
、
初
登
庁

し
た
。

　
第
一
体
育
館
に
お
い

て
行
わ
れ
た
着
任
行
事

で
は
、
要
望
事
項
を

「
明
る
く
元
気
の
あ
る

駐
屯
地
」
、
「
地
域
と

と
も
に
あ
る
駐
屯
地
」

の
二
点
を
要
望
し
た
。

　
　

　
平
成
十
九
年
四
月
三
日

の
着
任
以
来
、
「
明
る
く

元
気
の
あ
る
駐
屯
地
」
と

「
地
域
と
と
も
に
あ
る
駐

屯
地
」
を
要
望
事
項
に
第

五
旅
団
副
旅
団
長
と
し
て

寺
﨑
旅
団
長
を
補
佐
し
、

ま
た
帯
広
駐
屯
地
司
令
と

し
て
隊
員
が
活
き
活
き
と

勤
務
出
来
る
駐
屯
地
を
築

い
た
濵
﨑
一
佐
は
、
平
成

二
十
年
十
二
月
一
日
付
を

も
っ
て
第
五
旅
団
副
旅
団

長
兼
ね
て
帯
広
駐
屯
地
司

令
の
職
を
解
か
れ
、
中
部

方
面
混
成
団
長
と
し
て
ご

栄
転
さ
れ
た
。

　

プロフィール

氏　　名　牛島　弘樹（うしじま　ひろき）

生年月日　昭和４０年１１月５日

出　　身　大阪府

学　　歴　防衛大学校（電）３３期

前 勤 務　幹部学校教官

新
第
五
特
科
隊
長
　

牛
島
一
佐
　
着
任

新第５特科隊長　牛島１佐

　
平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
付
を

も
っ
て
第
五
特
科
隊
長
に
牛
島
一

佐
が
着
任
し
た
。

氏　　名　永栄　文晴（えいよ　ふみはる）　　　　　　　　

生年月日　昭和３１年１月７日生まれ　　　　　　　　　　　

出　　身　和歌山県出身　　　　　　　　　　　　　　　　　

学　　歴　防衛大学校（機）２２期、　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　

趣　　味　旅行（温泉めぐり）　　　　　　　　　　　　　　

前 勤 務　北部方面後方支援隊長　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

プロフィール

マクギル大学（カナダ）

状況報告

新第５旅団副旅団長兼ねて帯広駐屯地司令　永栄１佐
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第
五
旅
団
（
旅
団
長
　
市
田
陸
将
補
）
は
、
平
成
二
十

年
十
二
月
十
四
日
（
日
）
午
後
五
時
か
ら
帯
広
市
民
文
化

ホ
ー
ル
に
お
い
て
第
五
音
楽
隊
（
隊
長
　
松
田
二
尉
）
に

よ
る
「
第
二
十
五
回
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催

し
、
約
一
，
五
〇
〇
名
の
観
客
が
訪
れ
た
。

　
今
回
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

「
市
民
と
共
に
」
を
テ
ー
マ
に
北
海
道

帯
広
南
商
業
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
を
ゲ

ス
ト
に
迎
え
、
躍
動
感
・
若
々
し
さ
を

演
出
し
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
演

奏
を
繰
り
広
げ
た
。

　
第
一
部
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
年
に
ち
な
ん
で
、
金

管
楽
器
の
輝
か
し
い
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ

か
ら
始
ま
る
「
オ
リ
ン
ピ
カ
」
で
開
幕

し
、
音
楽
隊
か
ら
子
供
た
ち
へ
の
ク
リ

ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
「
サ
ン
デ
ー
・
モ
ー

ニ
ン
グ
・
ヒ
ー
ロ
ー
（
ア
ニ
メ
メ
ド

レ
ー
）
」
、
第
一
部
の
目
玉
で
あ
る

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ア
ニ
ー
」
セ
レ
ク
シ
ョ

ン
で
は
、
隊
員
に
よ
る
歌
・
タ
ッ
プ
ダ

ン
ス
等
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
取
り
入

れ
、
新
し
い
第
五
音
楽
隊
ら
し
さ
を
み

せ
、
聴
衆
を
魅
了
し
た
。

　

ミュージカル「アニー」セレクション」で澄んだ　
歌声を披露した加村３曹

大反響を呼んだミュージカル「アニー」セレクションの中　　　　　　　　　　　　　　
での隊員によるタップダンス

アニメメドレー「サンデー・モーニング・ヒーロー」では　　　　
愛らしいハートの照明にも注目！

クリスマスカラーの演奏服に身を包み素晴らしい音色を奏でた第５音楽隊（緑）と　　　　　　　
北海道帯広南商業高等学校吹奏楽部（赤）



　
第
二
部
は
、
南
商
業
高
等

学
校
吹
奏
楽
部
を
共
演
者
に

迎
え
、
「
ヤ
ン
グ
マ
ン
」
の

躍
動
感
あ
ふ
れ
る
ス
テ
ー
ジ

で
開
幕
、
指
揮
を
南
商
業
高

等
学
校
吹
奏
楽
部
顧
問
の
小

林
先
生
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し

て
の
「
亡
き
王
女
の
た
め
の

パ
ヴ
ァ
ー
ヌ
」
、
「
ア
メ
リ

カ
の
騎
士
よ
り
」
を
演
奏
し

　
ラ
ス
ト
は
、
チ
ャ
イ
コ
フ

ス
キ
ー
作
曲
の
戦
闘
の
様
子

を
描
写
し
た
音
楽
と
し
て
広

く
知
ら
れ
て
お
り
、
本
物
の

大
砲
を
使
う
と
い
う
指
示
の

あ
る
世
界
的
に
も
珍
し
い
曲
、

大
管
弦
楽
の
た
め
の
祝
典
序

曲
「
１
８
１
２
年
」
を
演
奏

　
こ
の
際
、
第
五
旅
団
の
射

撃
映
像
と
の
コ
ラ
ボ
は
迫
力

満
点
の
効
果
を
生
み
、
会
場

か
ら
は
大
歓
声
が
贈
ら
れ
た
。

　
ア
ン
コ
ー
ル
で
は
「
羞
恥

心
～
陽
は
ま
た
昇
る
」
の
メ

ド
レ
ー
を
隊
員
と
学
生
の
歌

と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
飾
り
、

若
さ
、
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
パ

ワ
ー
を
会
場
に
与
え
た
。
ラ

ス
ト
は
、
自
衛
隊
お
馴
染
み

の
行
進
曲
「
星
条
旗
よ
永
遠

な
れ
」
の
演
奏
で
締
め
く
く

り
、
感
動
的
な
拍
手
が
惜
し
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し
た
。

み
な
く
続
い
た
。

アンコールは「羞恥心～陽はまた昇る」を隊員と学生の歌　　　　　　　　　　　　
とパフォーマンスで披露し会場からは大歓声が

アンコール２曲目「星条旗よ永遠なれ」の最後の全員の　　　　　　　　　　　　　　
スタンドプレイに盛大な拍手が贈られた

３階席から迫力のある演奏を聴かせた金管楽器音楽隊長　松田２尉と小林先生の絶妙なトーク

第２部オープニングは「ヤングマン」で元気に開幕し　　　　　　　　　　　　　　　　
隊員と学生のＹＭＣＡの演出で会場と一体になる

第２部では指揮を南商業高等学校吹奏楽部顧問小林先生　　　　　　　　　　　
にバトンタッチ

た
。
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第
五
旅
団
（
旅
団
長
　
寺
﨑
陸
将

補
）
は
、
矢
臼
別
演
習
場
（
期
間
　

十
一
月
一
日
～
十
一
月
十
日
）
・
然

別
演
習
場
（
期
間
十
一
月
三
日
～
十

一
月
十
日
）
の
秋
季
定
期
整
備
を
実

施
し
た
。

　
本
整
備
は
、
弾
着
区
域
及
び
道
路
・

訓
練
施
設
等
の
整
備
を
実
施
し
て
、

演
習
場
の
機
能
を
維
持
・
向
上
さ
せ
、

訓
練
の
効
率
化
及
び
演
習
場
の
長
期

安
定
使
用
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
年

二
回
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

　
矢
臼
別
演
習
場
は
、
整
備
隊
長
　
第

五
旅
団
副
旅
団
長
　
濵
﨑
一
佐
以
下
、

第
五
旅
団
四
七
七
名
（
第
二
十
七
普
通

科
連
隊
、
第
五
特
科
隊
、
第
五
偵
察
隊
、

第
五
対
舟
艇
対
戦
車
中
隊
等
）
、
方
面

内
各
師
団
等
五
一
五
名
（
第
二
師
団
、

第
七
師
団
、
第
十
一
旅
団
、
第
一
特
科

団
、
北
部
方
面
通
信
群
）
が
参
加
し
て

整
斉
と
弾
着
区
域
、
訓
練
施
設
、
道
路

及
び
排
水
設
備
等
の
整
備
を
実
施
し
た
。

　
ま
た
、
然
別
演
習
場
は
、
整
備
隊
長

　
第
五
戦
車
隊
長
　
鴻
上
一
佐
以
下
、

四
六
四
名
（
第
六
普
通
科
連
隊
、
第
五

戦
車
隊
、
第
五
高
射
特
科
中
隊
、
第
五

施
設
中
隊
、
第
五
通
信
中
隊
）
が
参
加

し
て
整
備
を
実
施
し
た
。

　
第
五
旅
団
は
、
十
月
六
日
～
三
十
一

日
に
行
わ
れ
た
総
合
戦
闘
力
演
習
Ⅱ

（
防
勢
）
か
ら
引
き
続
い
て
の
演
習
場

整
備
で
あ
っ
た
が
、
長
期
演
習
の
疲
労

と
朝
晩
の
冷
え
込
み
の
厳
し
さ
に
負
け

る
こ
と
な
く
、
日
々
訓
練
で
修
練
を
積

む
道
場(

演
習
場)

の
整
備
に
汗
を
流
し

た
。

不発弾捜索（矢臼別演習場）

MGバックストップ整備（然別演習場）

中西別茶内道側溝整備（矢臼別演習場)

帯広地本　　　
募集案内　　　
ＱＲコード 雪の中での整備（然別演習場）
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